
■研究代表機関 

 (独）産業技術総合研究所  

■普及・実用化支援組織 

 宮城県漁業協同組合 

農林水産省 食料生産地域再生のための先端技術展開事業 
(個別要素技術型研究） 

研究実施期間：平成2５～2７年度 

養殖カキの共販事業における 
予約取引市場に関する実証研究 

養殖カキを予約販売可能な電子市場を構築し、 

カキ生産者の収益性を改善する販売モデルを構築する。 

新たなマーケット展開 



研究の概要 

バイヤーへのメリット セラーへのメリット 

多くのセラーと直接、商品が
取引できる。 

ネットによる 
メリット 

全国のバイヤーへの販路開拓
が低コストで実現。 

予約ができるので長期での
調達計画が立てやすくなる。 

予約による 
メリット 

受注を確認してから出漁・生産
調整ができるため、コストを合
理的にコントロールし乱獲・値
崩れも防げる。 

調達量不足を多数のセラー
との取引でヘッジできる。 

多対多取引に
よる 
メリット 

小規模生産者でも大口注文の
一角を担うことが可能に。 

実現 



 

■担当 産業技術総合研究所 主任研究員 宮下和雄 
■Tel: 029-861-5963 
 E-mail： k.miyashita@aist.go.jp 

問合せ先 

研究目標 

・生産地から消費地への多様な出荷形態の実現 
・生産原価の明確化 
・消費者からの情報フィードバックと生産への反映 

継続可能なカキ養殖業の実現 

より、本質的には 




